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  １４ 

請願理由 

 

 文京区は、自然やみどり豊かで閑静な住宅地の多いことが、区の価値とブランド力

を高める源泉のひとつとなっていますが、最近は全体的な傾向としてみどりが減少し

ているといわざるを得ません。文京区では、公園等の施設緑地だけでなく、公共施設

や民有地を含めた総合的なみどりの保全と創出を行うと同時に、各々のみどりのあり

方を示す「文京区緑の基本計画」（平成 11 年３月）を策定し、緑地の保全と緑化の

目標を定めるとともに、それを実現するために取り組む六つの方針と施策を展開する

一方、「文京区みどりの保護条例」に基づき、一定規模以上の建築計画等を行う建築

主に対し、緑化する面積の基準と植栽する樹木本数の基準を満たす「緑化計画書」の

提出を求めています。しかし、区内のみどりの減少に歯止めがかかっていないという

思いは、文京区民に共通の認識であると思います。 

 また、文京区が東京都の都心部に位置する「文教の府」であり、「文の京」である

ことからも、「文京区みどりの保護条例」と「文京区緑の基本計画」は、東京都が定

める「東京における自然の保護と回復に関する条例」（略称「東京都自然保護条例」）

に沿い、かつ資する内容であることが求められていると考えます。実際、東京都内の

区市では、「東京都自然保護条例」よりも厳しい内容の条例等を定め、みどりの保護

に取り組んでいる先行事例もあります。 

 そこで、下記のとおり、請願いたします。 

 

 

請願事項 

 

1  文京区の「文京区みどりの保護条例」においても、「接道部の緑化」に関する（単

なるガイドラインではない）規定を設けることの是非を調査・研究し、必要性が認

められれば盛り込むよう文京区長に要請してください。※接道部とは、敷地のうち

道路（公道、私道の別を問わず、通常一般の通行に供される道、通路等）に接する

部分をいいます。 

２ 東京都のホームページによれば、文京区は現状、緑化計画書の届出手続を一元化

している 13区１市に含まれていません。そこで文京区においても必要な条例・要

綱等を整えた上で、東京都の「自然保護条例」第 14 条に基づく、「緑化計画書」

の届出手続を一元化するよう文京区長に要請してください。 

３ 上記２と関連しますが、「緑化計画書」の届出義務を「文京区みどりの保護条例」

内において規定するとともに、都市緑地法に基づく委任条例として定める基準を満

たした緑化計画が提出されなければ建築確認が下りないような制度にするよう文

京区長に要請してください。 

４ 23 区では、世田谷区が敷地面積 150 ㎡以上の建築物の新築又は増築を行う場合

について区独自の「緑化基準」を定め、届出を義務付ける一方、敷地面積 150 ㎡

未満についても独自の「緑化の誘導基準」を定めています。こうした先行事例を調

査・研究した上で、文京区においてその必要性が認められれば、敷地面積が小さい

土地の建築物についても「緑化計画書」の届出義務を課する仕組みにするよう文京

区長に要請してください。 


